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この専攻がめざすこと

仏教学を究め、さらなる高みをめざす

仏教には、思想・歴史・文化などさまざまな要素が

含まれています。仏教を学ぶということは、それらを学ぶ

ことに他なりません。仏教学で幅広い知見を養い、地

域社会や国際社会に貢献できる人材を育成します。

世界に広がる仏教から
現代を生き抜く知恵を学ぶ

多くの学生にとって仏教を学ぶことは初めての

経験のため、大正大学が“初心者向け”に

作成した独自の教科書を使い、仏教の思想

や歴史の基礎知識を身につけます。

オリジナルの教科書を使い
ゼロから着実に知識を修得

日本への仏教伝来は約1500年前。そこから日

本社会に根づき、私たちの生活と密接に関わ

るようになった歴史を紐解きながら、現代にお

ける日本人と仏教の関係を理解します。

日本人と仏教の
関わりの深さを知る

3つのポイント

カリキュラム

FACULTY OF BUDDHIST STUDIES

DEPARTMENT OF BUDDHIST STUDIES

BUDDHIST STUDIES COURSE

仏教学専攻

仏教への関心、高い学習意欲と問題意識を持ち、

主体的に学ぶ姿勢のある人。

論理的に思考し、自分の考えを的確に表現できる人。

仏教の精神を自分のものにして、

地域や社会に貢献したいと考えている人。

仏教の思想と文化を、深く追究したいと思っている人。

仏教学専攻の目的は、
僧侶の養成ではありません。

仏教の歴史や仏教的な考え方など、
日本社会に根づいている仏教に関して

幅広い知識や知恵を身につけ、仏教研究に取り組みます。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

仏教学部  仏教学科

私 の 理 論×実 践

高校までとは違う学びに触れたいと選んだ仏教学専攻。野球部の活動と両立するのは少し大変です

が、初めて学ぶサンスクリット語や仏教的な考え方に段々と理解が深まる過程を楽しんでいます。瞑想を

ルーツとしたマインドフルネスなど、アスリートの中には仏教の考え方をメンタルトレーニングに取り入れる

人がいますが、私も仏教の考え方に触れたからか、大学に入学して自分に素直に振る舞えるように

なりました。同じ専攻の友人たちは心が広く穏やかな人が多いので、自分のメンタルを見つめ直す、いい

お手本になっています。

担当教員

名 前 職 階 専 門

阿部 貴子 教授 インド仏教

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

神達 知純 教授 中国天台教学、法華経の思想・文化

曽根 宣雄 教授 浄土教の仏身論、法然浄土教

種村 隆元 教授 インド密教

林田 康順 教授 法然浄土教、浄土宗学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）
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仏
教
学
部 

｜ 

仏
教
学
科

仏
教
学
専
攻TOPIC

身につけてほしいのは、日本社会で仏教がたどってきた歴史や、

人々の仏教観・宗教観の変遷などについて、論理的に説明でき

る力です。そこで重要になるのが、仏教に関して興味や関心、疑

問を抱いたテーマに応じて必要な文献を探し、読み解き、答えを

明らかにしていくことです。仏教を研究してきた先人の知見が凝

縮された文献を熱心に紐解きながら、体系的に知識を整理・獲

得していくことをめざします。

先人の知見から学ぶ
卒業論文一例

●十万頌般若経について
　̶ サンスクリットテキスト第3部冒頭部分の
校訂と和訳 ̶

●マインドフルネスとスポーツ

●空手道と「空」

●般若心経における空思想の研究

●栄西の思想ー『喫茶養生記』を中心にー

●お盆について

仏教学専攻の“学びのフィールド”

青木 大河
仏教学科 
仏教学コース※ 4年
茨城県
総和工業高等学校
出身

仏教への関心、高い学習意欲と問題意識を持ち、

主体的に学ぶ姿勢のある人。

論理的に思考し、自分の考えを的確に表現できる人。

仏教の精神を自分のものにして、

地域や社会に貢献したいと考えている人。

仏教の思想と文化を、深く追究したいと思っている人。

仏教学専攻の目的は、
僧侶の養成ではありません。

仏教の歴史や仏教的な考え方など、
日本社会に根づいている仏教に関して

幅広い知識や知恵を身につけ、仏教研究に取り組みます。

私 の 理 論×実 践 仏教の考え方を通して自身を見つめ直す。

高校までとは違う学びに触れたいと選んだ仏教学専攻。野球部の活動と両立するのは少し大変です

が、初めて学ぶサンスクリット語や仏教的な考え方に段々と理解が深まる過程を楽しんでいます。瞑想を

ルーツとしたマインドフルネスなど、アスリートの中には仏教の考え方をメンタルトレーニングに取り入れる

人がいますが、私も仏教の考え方に触れたからか、大学に入学して自分に素直に振る舞えるように

なりました。同じ専攻の友人たちは心が広く穏やかな人が多いので、自分のメンタルを見つめ直す、いい

お手本になっています。

インド文献講読
インド仏教に関する貴重な研究資料となる

サンスクリット語の経典や論書などを講読。

仏教の思想・歴史・文化、それに関連する

インド哲学に関わる幅広い知識を身につけ

ながら、文献を理解して分析する力を養い、

研究力へとつなげていきます。

担当教員

名 前 職 階 専 門

阿部 貴子 教授 インド仏教

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

神達 知純 教授 中国天台教学、法華経の思想・文化

曽根 宣雄 教授 浄土教の仏身論、法然浄土教

種村 隆元 教授 インド密教

林田 康順 教授 法然浄土教、浄土宗学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

名 前 職 階 専 門

粕谷 隆宣 准教授 日本仏教（中世）

木内 堯大 准教授 天台学、天台宗の儀礼と文化

佐々木 大樹 准教授 密教学

長澤 昌幸 准教授 時宗学、仏教文化

大鹿 眞央 専任講師 日本密教

工藤 量導 専任講師 中国浄土教

倉西 憲一 専任講師 インド密教

小林 順彦 専任講師 中国天台教学

中村 夏葉 専任講師 日本・東洋美術史、仏教美術史

野村島 弘美 専任講師 絵画

※現 仏教学専攻

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisho_bukkyo
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この専攻がめざすこと

「仏画の制作」や「踊り念仏の調査・体験」

など、実践を通して有形・無形文化財の本質

を学び、文化財の有効な活用方法と魅力を

いかに発信していくのかについて探究します。

有形・無形文化財を
実践的立場から学ぶ

仏教信仰が生み出した文化遺産を深く理解す

るためには、仏教自体の歴史や思想について

の知識も必要なため、仏教学に精通した教員

のもと、仏教を初歩から学びます。

仏教そのものの理解が
文化遺産の理解を深める

仏教文化遺産が豊富な京都や奈良でのフィー

ルドワークを重視。実際にモノを見て触れる体

験から、当時の人々の信仰や思想と造形表現

との関係に迫っていきます。

仏教文化を生み出した
現場を見て・感じ・考える

3つのポイント

カリキュラム

お寺巡りが好き、仏像を見るのが好き、
でもその魅力って何だろう？

仏像を学ぶことをとおして仏教の醍醐味を知り、
仏教を学ぶことで仏像の素晴らしさを再認識する。
仏教文化の魅力を世界へどのように発信していくか、

一緒に考えてみませんか？

ワンポイントアドバイス

仏教文化・美術史学・文化財学など

幅広い専門分野を学びたい人。

大正大学に関連する

宗派の文化遺産から学びたい人。

京都・奈良などを中心とした

フィールドワークから学びたい人。

仏教を文化的な側面から学びたい人。

こんなキミに学んでほしい

仏教学部  仏教学科

FACULTY OF BUDDHIST STUDIES

DEPARTMENT OF BUDDHIST STUDIES

BUDDHIST CULTURAL HERITAGE COURSE

仏教文化遺産
専攻

私の理 論×実 践

フィールドワークでは仏像や絵画をとても近い距離で、安置されている寺院の雰囲気も含めて体感できる

のが魅力。寺院関係者や学芸員の方々の解説も交えながら、作品の質感まで観察できたことは、

これまで見てきた博物館の展示とはまったく異なる体験でした。事前学修で私は比叡山について調査

したのですが、実際に訪れてみると資料では写真や数字で示されていた建築物の本物のスケールに

圧倒されてしまいました。自分の目で見る大切さに気づくとともに、もっと知識を吸収して、作品への理解力

を高めたいと思うきっかけになりました。

担当教員

名 前 職 階 専 門

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

種村 隆元 教授 インド密教

塚田 良道 教授 考古学、博物館学

冨井 眞 教授 考古学、先史学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

松本 洋幸 教授 日本近現代史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

仏教文化遺産の魅力を学び国内外へ発信
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仏
教
学
部 

｜ 

仏
教
学
科

仏
教
文
化
遺
産
専
攻

お寺巡りが好き、仏像を見るのが好き、
でもその魅力って何だろう？

仏像を学ぶことをとおして仏教の醍醐味を知り、
仏教を学ぶことで仏像の素晴らしさを再認識する。
仏教文化の魅力を世界へどのように発信していくか、

一緒に考えてみませんか？

仏教文化・美術史学・文化財学など

幅広い専門分野を学びたい人。

大正大学に関連する

宗派の文化遺産から学びたい人。

京都・奈良などを中心とした

フィールドワークから学びたい人。

仏教を文化的な側面から学びたい人。

TOPIC

仏教文化の主軸のひとつである仏教美術について、理論的な

基礎を「仏教美術入門A／B」などの授業で学びます。それと並行

して「仏教学基礎ゼミナールⅡ」では、仏教美術を丁寧に観察する力

を育てるために、「実際に仏画を描いてみる」ことも行っています。

言葉を持たない造形物が何を語っているのか？形を読み取る感性を

実践的に養っていきます。

仏教文化を考える理論×感じる実践

私 の 理 論×実 践 仏教文化を間近に感じられる喜び。

フィールドワークでは仏像や絵画をとても近い距離で、安置されている寺院の雰囲気も含めて体感できる

のが魅力。寺院関係者や学芸員の方々の解説も交えながら、作品の質感まで観察できたことは、

これまで見てきた博物館の展示とはまったく異なる体験でした。事前学修で私は比叡山について調査

したのですが、実際に訪れてみると資料では写真や数字で示されていた建築物の本物のスケールに

圧倒されてしまいました。自分の目で見る大切さに気づくとともに、もっと知識を吸収して、作品への理解力

を高めたいと思うきっかけになりました。

仏教文化フィールドワーク
京都・奈良を中心に、日本全国の文化遺産を

訪問し、貴重な資料をもとに調査・分析の方法

を学びます。2023年度には２泊３日で京都の

計６ヶ寺の寺院を訪問。ここでの学びは、3・4年

次の｢仏教文化PBL｣におけるフィールドワーク

を自ら計画・実践するための基盤になります。

仏教文化遺産専攻の“学びのフィールド”

担当教員

名 前 職 階 専 門

石川 琢道 教授 中国浄土教思想史

種村 隆元 教授 インド密教

塚田 良道 教授 考古学、博物館学

冨井 眞 教授 考古学、先史学

堀内 規之 教授 真言密教教理史

松本 洋幸 教授 日本近現代史

米澤 嘉康 教授 インド仏教（中観、『律経』など）

名 前 職 階 専 門

伊藤 宏之 准教授 日本地域史、中近世文化史

木内 堯大 准教授 天台学、天台宗の儀礼と文化

長澤 昌幸 准教授 時宗学、仏教文化

大島 幸代 専任講師 仏教美術史

工藤 量導 専任講師 中国浄土教

倉西 憲一 専任講師 インド密教

中村 夏葉 専任講師 日本・東洋美術史、仏教美術史

鈴木 ゆうか
仏教学科 
仏教文化遺産
コース※ 2年
神奈川県
横浜清風高等学校
出身
※現 仏教文化遺産専攻

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisho_bukkyo
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私 の 理 論×実 践

２年生が中心となる「映像祭」の企画運営に、３年次にチームを統括・支援する役割で参加しました。

各班の連携調整、SN S投稿やマニュアルのチェックを担当する中で頭を悩ませたのは、より良いチーム

ワークづくりと２年生へのアドバイスです。直接声をかけることを意識しながら、２年生が自主的に動ける

ようにコミュニケーションを図りました。「ワークショップ」で培った、データをもとにした実現可能性の高い

企画の立て方をスタート地点にして、企画を実現するまでのプロセスで、コースで学んだ多彩な知識を

応用できました。

さまざまな表現活動に興味があり、

関わりたいと考えている人。

エンターテインメントビジネスで自分の力を発揮したい人。

自らの個性や表現力を社会との関わりのなかで生かしたい人。

芸術関係や芸能関係のスタッフとして、

みんなと協働でものづくりをしたい人。

文化祭、ライブ、旅行、オフ会、合コン…
何かイベントをしたいと思ったときに
どれだけのお金と準備が必要なのか？
まずは自分が興味のあることで
考えてみるといいかもしれません。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい
表現学部  メディア表現学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND MEDIA 

ARTS & ENTERTAINMENT WORK COURSE

アート＆エンター
テインメントワークコース

担当教員

名 前 職 階 専 門

川喜田 尚 教授 メディア論、マーケティング、著作権

外川 智恵 教授 臨床心理、国際マーケティング、放送

中島 和哉 准教授 広告論、コミュニケーション

山田 潤治 准教授 比較文化、比較メディア

このコースがめざすこと

プロデューサーに必要なビジネス感覚を養う

3つのポイント

カリキュラム

実在する企業と協働でのブライダルイベントのプ

ロデュースや、美術展の企画、街のPR方法

の企画、そして恒例行事の「映像祭」で学

びの成果をアウトプットしていきます。

多彩なプロジェクトで
経験を重ね実践力が向上

音楽イベントや演劇などの舞台、グルメイベ

ント、観光プランなど、さまざまな企画やプロ

デュース、プロジェクトマネジメントに必要なス

キルを身につけます。

エンタメイベントなどを
ゼロから企画する醍醐味

リサーチから企画・実行まで、ビジネス感覚を

もってアート・エンタメ業界にアプローチ。社

会が求める高度な専門性を養い、“業界”の

即戦力人材へと成長していきます。

ビジネス感覚を磨き
プロデュース能力を養う

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

Confidential

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

48

49

TOPIC

私 の 理 論×実 践 イベントを成功に導くチームのつくりかた。

２年生が中心となる「映像祭」の企画運営に、３年次にチームを統括・支援する役割で参加しました。

各班の連携調整、SN S投稿やマニュアルのチェックを担当する中で頭を悩ませたのは、より良いチーム

ワークづくりと２年生へのアドバイスです。直接声をかけることを意識しながら、２年生が自主的に動ける

ようにコミュニケーションを図りました。「ワークショップ」で培った、データをもとにした実現可能性の高い

企画の立て方をスタート地点にして、企画を実現するまでのプロセスで、コースで学んだ多彩な知識を

応用できました。

表
現
学
部 | 

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

ア
ー
ト
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ス

社会で活躍するプロデューザーは、マーケティング・広報・著作

権の3つの視点でイベントなどを企画・実行しています。本コー

スではその第一歩として、マーケティングに関わる「ヒト・モノ・カ

ネ」の動きと「5W2H」への意識を大切にしています。「2H」とは

“How”と“How much”。社会に出れば厳格な予算管理やコス

ト意識が重視されるため、見積もりの立て方なども学びながら、

ビジネスパーソンとして基礎を築いていきます。

プロデューサーとしての資質を身につける 卒業制作・卒業論文一例
●アートプロジェクトによる地域再生の可能性
●消費と空間デザイン～アメリカで倒産したタ
ワーレコードが今後も日本で生き残るには～

●持続可能なJリーグのために
　～日本サッカー界への提案～
●デジタルコンテンツにおけるプロバイダの
責任問題について

●YouTubeにおけるコンプレックス商材を用
いた広告の問題と改善策

アート＆エンターテインメントワークコースの“学びのフィールド”

小畑 花咲
表現文化学科※
アート＆エンター
テインメントワーク
コース ４年
宮城県
泉高等学校
出身

さまざまな表現活動に興味があり、

関わりたいと考えている人。

エンターテインメントビジネスで自分の力を発揮したい人。

自らの個性や表現力を社会との関わりのなかで生かしたい人。

芸術関係や芸能関係のスタッフとして、

みんなと協働でものづくりをしたい人。

文化祭、ライブ、旅行、オフ会、合コン…
何かイベントをしたいと思ったときに
どれだけのお金と準備が必要なのか？
まずは自分が興味のあることで
考えてみるといいかもしれません。

「映像祭」の企画実習
数多くのバラエティ番組を手掛けた毎日放送

のプロデューサーをゲストに招いて、ジャンル

を問わず必要とされる企画力を学ぶ公開授業

を実施。学生を中心として、チームでイベント

の企画運営を行うためのスキルと経験値を

高めていきます。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

担当教員 客員教員

名 前 職 階 専 門

川喜田 尚 教授 メディア論、マーケティング、著作権

外川 智恵 教授 臨床心理、国際マーケティング、放送

中島 和哉 准教授 広告論、コミュニケーション

山田 潤治 准教授 比較文化、比較メディア

名 前 職 階 専 門

荒川 祐二 客員教授 音楽著作権

内田 春菊 客員教授 マンガ、創作、演技

金原亭 世之介 客員教授 落語、言語誘導

蜷川 有紀 客員教授 アート、演技、映像制作

芳賀 直子 客員教授 舞踊史

山口 典子 客員准教授 現代美術、3Dスカラプター

※現 メディア表現学科
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人間学部

私 の 理 論×実 践

「人間科学専門演習（井関クラス）」では、パレイドリア現象※と感情をテーマに、先行研究をもとに仮説を立て、

実験の方法や手順を考え、実際に実験を行い、データを分析・考察する……という一連の流れをグループで

実践しました。授業で学んだことを使うだけでなく、説明をわかりやすくするために数値をグラフ化するなど、自分

たちで工夫しました。実際にやってみると、最初の課題設定が意外と難しく、また、複数人で取り組むこと

でさまざまな意見が出る反面、それをまとめる難しさも実感しました。今後は、人間の認知のバイアスについて

深掘りしたいと考えています。※壁のシミや記号の組み合わせなどが人間の顔や動物の姿に見える錯覚現象

身近な人たち、異なる文化や価値観をもつ人々の

生活や人生に多面的な関心を抱いている人。

実験や調査によって、人間の心理・社会・身体を

理解したいと思う人。

家族や学校、地域、職場などで生じている問題や

文化、環境、メディアなどのあり方に興味があり、

より深く考えてみたい人。
FACULTY OF HUMAN STUDIES 

DEPARTMENT OF HUMAN SCIENCES

人間科学科

心の不思議、社会の不思議、体の不思議……
みなさんが日々感じるさまざまな不思議。
どうか「なぜ？」という思いを大切にして
じっくりと理由を探してみてほしい。
それができるのが人間科学科です。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門

荒生 弘史 教授 生理心理学・実験心理学

荒川 康 教授 環境社会学、地域社会学

井出 裕久 教授 産業社会学、社会調査論

今村 成夫 教授 図書館・情報学

内田 英二 教授 運動生理学、健康科学

澤口 恵一 教授 食の社会学、ライフコース研究、家族社会学

谷田 林士 教授 社会心理学

長谷川 智子 教授 発達心理学

この学科がめざすこと

社会を観察し、人の心理を分析する

3つのポイント

カリキュラム

人間の心や身体は社会や文化からの影響が

大きいもの。心理学・社会学・身体科学を横

断する学びによって、自己、対人関係、家族・

職場・地域などへの理解が深まります。

多角的に学ぶからこそ
問題の本質を理解できる

1年次の基礎ゼミから、2年次の「基礎演習」、

3年次の「人間科学専門演習」、4年次の「卒業

論文作成」まで、4年間にわたる少人数ゼミ

で分析力やプレゼンテーション力を磨きます。

4年間にわたるゼミナールで
段階的に学びを深めていく

人間を心・社会・身体という3つの面から分析。

「心理学研究法」や「社会調査法」、「社会統計

学」、「質的社会調査法」などを学びながら、

科学的かつ多角的な人間理解につなげます。

心と身体、社会との関わりを
科学的なアプローチで分析
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TOPIC

人
間
学
部

人
間
科
学
科

心理学、社会学、身体科学のアプローチで「人間」を多角的に考

察する人間科学科。人間科学の研究に取り組むための専門的な

実験室・実習室を備えています。「心理学実験室」は脳波測定にも

対応した感覚システム室を設置。「身体実験室」では、人間の身体

能力と運動の関連性を実験で確かめます。「社会調査実習室」で

は、各種社会調査の企画・設計から集計・分析、調査結果のプレゼ

ンテーションまで社会調査の各プロセスを学びます。

「人間」を研究する実験施設 卒業論文一例
●Instagramにおける社会的比較が自尊
感情に及ぼす影響

●アイメイクとマスクの人物の印象評価への
効果

●大学生の迷惑行為抑制に効果的なメッ
セージについての実験的研究

●テキストマイニングを用いた流行歌の分析
●聴取行動からみる大学生にとってのラジ
オの役割

人間科学科の“学びのフィールド”

木村 結希乃
人間科学科 4年
千葉県
千葉市立千葉
高等学校 出身

私 の 理 論×実 践 学んだ手法をアレンジして実験に取り組む。

「人間科学専門演習（井関クラス）」では、パレイドリア現象※と感情をテーマに、先行研究をもとに仮説を立て、

実験の方法や手順を考え、実際に実験を行い、データを分析・考察する……という一連の流れをグループで

実践しました。授業で学んだことを使うだけでなく、説明をわかりやすくするために数値をグラフ化するなど、自分

たちで工夫しました。実際にやってみると、最初の課題設定が意外と難しく、また、複数人で取り組むこと

でさまざまな意見が出る反面、それをまとめる難しさも実感しました。今後は、人間の認知のバイアスについて

深掘りしたいと考えています。※壁のシミや記号の組み合わせなどが人間の顔や動物の姿に見える錯覚現象

身近な人たち、異なる文化や価値観をもつ人々の

生活や人生に多面的な関心を抱いている人。

実験や調査によって、人間の心理・社会・身体を

理解したいと思う人。

家族や学校、地域、職場などで生じている問題や

文化、環境、メディアなどのあり方に興味があり、

より深く考えてみたい人。

心の不思議、社会の不思議、体の不思議……
みなさんが日々感じるさまざまな不思議。
どうか「なぜ？」という思いを大切にして
じっくりと理由を探してみてほしい。
それができるのが人間科学科です。

人間科学専門演習
認知心理学を学ぶ井関クラスでは心理学の

実験を立案・計画し、データを収集、実験レポート

を作成することを通して、その方法論について

学んでいきます。研究成果報告会では、グループ

発表を行い、講評し合います。最終的には翌年

の卒業論文のテーマ構想につなげます。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ jinka_taisuniv

担当教員

名 前 職 階 専 門

荒生 弘史 教授 生理心理学・実験心理学

荒川 康 教授 環境社会学、地域社会学

井出 裕久 教授 産業社会学、社会調査論

今村 成夫 教授 図書館・情報学

内田 英二 教授 運動生理学、健康科学

澤口 恵一 教授 食の社会学、ライフコース研究、家族社会学

谷田 林士 教授 社会心理学

長谷川 智子 教授 発達心理学

名 前 職 階 専 門

井関 龍太 准教授 認知心理学

河合 恭平 准教授 社会学理論、社会思想史、現代社会論

木村 豊 准教授 歴史社会学、文化社会学、時間の社会学

畑山 直子 専任講師 地域社会学、生活史研究
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私 の 理 論×実 践

子どもからお年寄りまで幅広い支援のあり方を学ぶなかで、児童の虐待防止を啓発するオレンジリボン

運動に取り組んでいます。児童向けに相談先を伝えるポスターの制作や、高校への出張授業の企画

書やスライドを作る過程で、私たち自身も児童虐待の現状やさまざまな背景について理解を深めることが

できました。またお年寄りに関してはデイサービス施設に実習に行き、耳が遠い利用者のコミュニケーション

に苦労したのが次の実習課題に。理論と実践を繰り返し学び、一人ひとりに寄り添える社会福祉士を

めざしています。

‒ 

人間学部 文化や歴史、人々の生活に関わるさまざまな課題に対して、

深い関心を持っている人。

自らの学びを通じて、人々や地域社会へ積極的に

関わっていきたいと考えている人。

読む、書く、話す、聞く能力と、表現方法の向上により、

人と心を通わせ協力して目標を達成する能力を身につけたい人。

自分や家族のために、

そして人と社会のために役に立ちたいと思っている人。
FACULTY OF HUMAN STUDIES

DEPARTMENT OF SOCIAL WELFARE

社会福祉学科

もし目の前で困っている人を見かけたら
「助けたい」「支えたい」と思うはず。その純粋でシンプルな思いを

大切にして、より多くの人々の困りごとを
解決する方法を考えていきましょう。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

沖倉 智美 教授 障害者福祉論、ソーシャルワーク 障害当事者の意思決定支援と権利擁護に関する研究

神山 裕美 教授 地域福祉論、地域基盤ソーシャルワーク ジェネラリスト・ソーシャルワーク論と地域福祉の推進方法についての研究。

坂本 智代枝 教授 精神保健福祉学、ソーシャルワーク理論 精神障害のある人の地域生活支援やピアサポートやアドボカシーに関する研究。

金 潔 教授 子ども家庭福祉、国際福祉 主にアジアの子育て、施設養護、里親養育に関する国際比較研究。

新保 祐光 教授 ソーシャルワーク理論、医療ソーシャルワーク 人間尊重・社会正義に基づくソーシャルワークの価値を具体的に示す研究。

鈴木 孝典 教授 精神保健福祉論、障害者福祉論
障害のある人が住み慣れた家、地域において、自分らしい暮らしを獲得、再興、維持
するために必要な支援の方法と仕組みの研究。

松本 一郎 教授 社会保障、貧困問題 貧困・低所得問題に対する社会保障のあり方の研究。

宮崎 牧子 教授 高齢者福祉、地域福祉、高齢期の居住保障 介護が必要な際に、安心できる居住のあり方や地域社会のあり方についての研究。

田幡 恵子 専任講師 社会福祉士国家試験対策
社会福祉士国家試験での資格取得に必要な知識と学修のプログラムに関する
研究。

この学科がめざすこと

幅広い福祉分野で強みをいかそう

3つのポイント

カリキュラム

制度にとらわれない自発的な活動をおこなって

きた伝統を継承し、人々のウェルビーイング

に貢献するさまざまな活動に挑戦します。

百余年の伝統を礎に
未来の福祉人材を育成

福祉の現場ではチームワークが必要不可欠。

学生は現場実習でのグループワークや、イン

ターンシップなどをとおして協調性を磨きながら、

福祉の支援に関する実践力を高めていきます。

福祉現場での経験を重ね
チームで動ける人材になる

1年次の基礎ゼミナールのなかでフィールド

ワークの授業を実施。地域が学生を育て、

成長した学生がやがて地域を支え、社会を

動かしていく好循環が生まれています。

地域が学生を支え、
地域に還元していく好循環
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 一人ひとりに寄り添うために、理解し実践する。

子どもからお年寄りまで幅広い支援のあり方を学ぶなかで、児童の虐待防止を啓発するオレンジリボン

運動に取り組んでいます。児童向けに相談先を伝えるポスターの制作や、高校への出張授業の企画

書やスライドを作る過程で、私たち自身も児童虐待の現状やさまざまな背景について理解を深めることが

できました。またお年寄りに関してはデイサービス施設に実習に行き、耳が遠い利用者のコミュニケーション

に苦労したのが次の実習課題に。理論と実践を繰り返し学び、一人ひとりに寄り添える社会福祉士を

めざしています。

‒ 

人
間
学
部

社
会
福
祉
学
科

社会福祉学科では、社会福祉士と精神保健福祉士の国家試験合格をめ

ざす学生のために、4年間の特別プログラムを用意。専門教員による正課

内の授業に加え、夏・冬・春季の特別講座があります。その結果、2023年

度の社会福祉士試験では過去最高の94.7％の合格率を記録し、精神保

健福祉士試験では合格率100%を達成しました。国家試験対策は大変で

すが、そこで励みになるのが、同じ目標を持って支え合い、ときに刺激し合え

る仲間の存在。将来につながるチームワークを学ぶ場にもなっています。

国家試験合格に導く4年間の徹底サポート
卒業論文一例

●若者が抱える貧困と社会的支援
●認知症のある高齢者の家族介護者の支援を考える
●オレンジリボン運動を広める方策について考える
●知的障害者のライフステージに応じた自立生活支援の
あり方を考える

●母親の主体形成に必要な要素と潜在的役割分業の
関連性を検討する

●「学生出前定期便」プロジェクト
●学生視点から見た社会的孤立に対しての地域サロンの役割
●国際比較に基づく薬物依存症者対策の日本の位置づけ

社会福祉学科の“学びのフィールド”
文化や歴史、人々の生活に関わるさまざまな課題に対して、

深い関心を持っている人。

自らの学びを通じて、人々や地域社会へ積極的に

関わっていきたいと考えている人。

読む、書く、話す、聞く能力と、表現方法の向上により、

人と心を通わせ協力して目標を達成する能力を身につけたい人。

自分や家族のために、

そして人と社会のために役に立ちたいと思っている人。

もし目の前で困っている人を見かけたら
「助けたい」「支えたい」と思うはず。その純粋でシンプルな思いを

大切にして、より多くの人々の困りごとを
解決する方法を考えていきましょう。

眞下 和実
社会福祉学科 4年
千葉県
千葉女子高等学校
出身

ソーシャルワーク演習
この授業では、児童虐待や高齢化など実社

会が抱える「福祉」の課題を事前学修した上

で、キャンパスがある東京・豊島区などで地域

調査を実施。街並みや住民の姿、施設・サー

ビスの整備状況などを自分の目で確認し、地

域特性の共通点や相違点を議論します。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisfukushi

@ taisfukushi

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

沖倉 智美 教授 障害者福祉論、ソーシャルワーク 障害当事者の意思決定支援と権利擁護に関する研究

神山 裕美 教授 地域福祉論、地域基盤ソーシャルワーク ジェネラリスト・ソーシャルワーク論と地域福祉の推進方法についての研究。

坂本 智代枝 教授 精神保健福祉学、ソーシャルワーク理論 精神障害のある人の地域生活支援やピアサポートやアドボカシーに関する研究。

金 潔 教授 子ども家庭福祉、国際福祉 主にアジアの子育て、施設養護、里親養育に関する国際比較研究。

新保 祐光 教授 ソーシャルワーク理論、医療ソーシャルワーク 人間尊重・社会正義に基づくソーシャルワークの価値を具体的に示す研究。

鈴木 孝典 教授 精神保健福祉論、障害者福祉論
障害のある人が住み慣れた家、地域において、自分らしい暮らしを獲得、再興、維持
するために必要な支援の方法と仕組みの研究。

松本 一郎 教授 社会保障、貧困問題 貧困・低所得問題に対する社会保障のあり方の研究。

宮崎 牧子 教授 高齢者福祉、地域福祉、高齢期の居住保障 介護が必要な際に、安心できる居住のあり方や地域社会のあり方についての研究。

田幡 恵子 専任講師 社会福祉士国家試験対策
社会福祉士国家試験での資格取得に必要な知識と学修のプログラムに関する
研究。
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